
【お問合せ】  青木村郷土美術館   TEL 0268-49-3838

2018年 2月1日㈭～3月25日㈰
Zephyrus ゼフィルス展

Zephyrus  ─ ゼフィルス ─
ギリシャ神話の「西風の精」

愛と美をつかさどる女神に　西風の精が風となって降りていきます。
初夏の林にキラキラ舞う蝶「ゼフィルス」は　まるで森の宝石。

青木村の森にも姿を現し、観る者の心を奪います。

森閑と凍てつき、その門を閉ざしている冬の山
ゼフィルスの小さな丸い卵も冬眠中。

待つは春

☆
シジミチョウ科ミドリシジミ属ゼフィルス

小さな生命の歌を
どうぞお楽しみください。

【賛助出品】
廣田日出樹（シジミチョウ各種木版画）・昆虫資料館写真クラブ（ゼフィルス写真）
柳本　茂（標本：三浦半島のクロソテツシジミチョウ）・長岡泰平（蝶の切り絵）

【制  作】  新部公亮（栃木県県民の森マロニエ昆虫館）
【協  力】  信州昆虫資料館
【主  催】  青木村郷土美術館・青木村教育委員会

「ヴィーナスの誕生」
の絵に舞うゼフィルス

「プリマヴェーラ」
の絵に舞うゼフィルス

鏡の部屋の不思議

　なお、今回のゼフィルス各種のすべては栃木県の西山 隆氏（故人・平成12年ご逝去）が飼育展翅されたもの。
シジミチョウ科とセセリチョウ科は貴重な記録ノートやスライドフィルムと共に栃木県立博物館に収められています。

西山氏の指導を受けた新部公亮氏が、今回のゼフィルス展の作品を制作しました。
　賛助出品の廣田日出樹（故人・1942年松本市生まれ2013年ご逝去）のシジミチョウ版画作品は、

ご夫人の了解を得て新部さんが信州昆虫資料館に寄贈されたもの。長年のチョウ愛好家で蝶の採集やご自分の
展翅コレクション多数を残されたほか、45歳から始めたチョウの木版画180種を制作されました。

◆ 場　　所：青木村郷土美術館エントランスホール
◆ 開館時間：9時30分～16時30分
◆ 休 館 日：月曜日
◆ 入 館 料：一　　般        200円

高校・大学生  150円
小中学生        100円


